
№ 質　問　項　目
自己
評価

学校
関係者
評価

1

学校は、各授業において主体的・対話的で深い学びを
推進するとともに、「ユニバーサルデザイン」の観点で
児童一人一人が学びやすい授業づくりに取り組んでい
る。

A A

2

学校は、コミュニティ・スクールの推進のため、地域の
人材・環境を学校に取り込み、保護者との連携につい
て組織で対応し、連携を深めるなど、信頼関係の構築
に努めている。

A A

3

学校はふれあいデーを完全実施するなど、教職員の
心身の健康を守る働き方改革を行っている。

B B

4

学校は校務分掌や主任制を適切に機能させるなど、
組織的な運営・責任体制を整備している。

A A

5
学校は経営方針を具現化するために、学校評価の実
施等を通じて、PDCAサイクルに基づく学校経営を行っ
ている。

A A

6

学校は事故や不審者の侵入等の緊急事態発生時に
適切に対応できるよう。危機管理マニュアル等を作成
し、迅速に対応できる体制を整えている。

A A

7
学校は、児童生徒が学習内容の理解を深めることが
できるよう、学習ルールを定め、それに基づいた授業
を展開している。

A A

8
学校は、各教科の指導において言語活動を重視した
授業を展開し、児童生徒の思考力・判断力・表現力等
の育成に努めている。

A A

9

学校は学習指導要領や県編成要領、新座市指導の手
引きに基づき、児童生徒の発達の段階や学力、能力
に即した学習指導を行っている。 A A

10

学校は、英語（英会話）の授業の充実するなど、グロー
バル化に対応できる児童生徒の育成（国際理解教育
の推進）に努めている。 B A

11

学校は、児童生徒が友達や教職員・来校者に進んで
あいさつをしたり、「です、ます」をつけるなど、場に応じ
た言葉遣いができるよう指導し、成果をあげている。 B B

12

学校は、児童生徒がいじめや意地悪な行為をすること
なく、お互いの良さや努力を認め合って学校生活を送
れるような環境を整備している。 A A

13
学校は教職員自らが手本となり、児童生徒に対して規
律意識を高める指導を行っている。 A A

14

学校は、児童生徒が体力向上に向け、体育や部活動・
休み時間などにおいて意欲的に取り組めるよう指導に
当たっている。 A A

15

学校は、食に関する意識を高める食育に取り組むな
ど、計画的に健康教育を推進している。

A A

16

学校は、ＰＴＡ活動や地域活動に関心をもち、保護者・
地域と連携協力している。 A A

17

学校は、学校だよりやホームページなどで、教育活動
の様子や成果・課題などについて定期的に情報提供し
ている。 A A

18

学校は、学校応援団組織を活性化させるとともに、保
護者や地域と連携して声かけ運動、美化活動、不審者
対策など、計画的に実施している。

A A

・PTAの充実、協力の成果を感じる。・学校職員および、PTAの役員、保護者の皆様には朝会の
事業に大変お世話になっております。・校長・教頭はじめ、先生方に協力をいただき、活動ができ
ていると思います。・学校はPTA活動にとても協力的。

・学校だよりで教育活動の様子、子どもの様子、さらには教育方針、、教師の努力内容など細や
かに伝えられている。・学校だより、HPが充実していて、学校の様子がよく分かります。校長先生
企画も子どもたち一人ひとりの意見を伝える活動としてよいと思います。・学級だよりでは、クラス
の様子などよく分かり、子供との会話も増える。

・学校が広範囲にわたり、連携を保ち、着実に成果を上げていることが感じ取れる。・今後、町内
会事業および老人会等に協力をお願いします。・来年度は先生方の業務をサポートできるような
協力体制を作っていけるとよいと思います。

・児童等は、体育の授業が一番楽しそうに見えます。特に体力向上は大変よいと思います。・校長
先生をはじめ、多くの先生方が、子どもたちとの関わりを大切にしてくれていると思います。（校長
先生発のバスケットボール大会は、好評でした！）・ゲーム・スマホの影響なのか、運動が苦手な
子が多くなっている気がする。何年も前は、昼休みは校庭に児童があふれていたのですが。

・食事に出るまでに、農家－お店－栄養士・調理員（お母さん）などが、汗水流して作ってくれてい
る事への指導がなされている成果と思われる。・「給食交流会」何度か参加させていただきまし
た。栄養士の方が、意識を高めているので、バランスよい給食が食べられると思います。・給食・
給食だより、学校農園などの活動を通して、子どもたちに分かり易く取り組んでいると思います。

・不登校「０」の継続。本当に素晴らしいことです。教師の子どもへの接し方、コミュニケーションの
成果なのでしょう。・池小教師と児童との信頼関係が充実しているので、保護者の方から児童内で
意地悪な行為をしているという話を聞いていない。・生活の中で起きることに対して、丁寧に先生
方が対応してくれていると思います。・中学年の児童たちが下校途中で一緒に帰っている友達に
心ない言葉をかけていましたが、他の友達が話題を変えてやり過ごしていました。

・教師がまず手本を示す、それが職員に徹底してきているように思う。・教育とは、学力を上げるこ
とだけでなく、良いこと悪いことを身につけて皆、よい子になってほしいと思う。・先生方からの挨
拶や、来校時でも迎えて下さっている雰囲気を感じます。

・授業の様子を見せていただき、教師の話、説明をしっかり聞こうとする児童がどのクラスからも
感じられた。・教職員の積極的な取組はよいと思います。・生徒が先生方に言われなくてもルール
を守り学習活動を行っているように感じます。掲示物等の情報でも伝えていると思います。

・話す、説明するは向上しているようだが、順序立てた話し方、相手に分かってもらえるような話し
方に、今後取り組ませてみてはどうか。・学校の方針でよいと思います。・学校だよりで学力調査
等の考察や評価を書いて下さっており、今までに無く保護者にとっても分かり易いです。

・学校だよりから、親として子どもとの関わりにおいてポイントが分かります。先生方も授業で取り
組んでくれていますが、家庭での学習においても取組のポイントになると思います。保護者の意
識も少しずつでも高くなっていくといいなと思います。・全職員が、新学習指導要領を意識しての指
導が見られる。・新座市の指導に基づき、学力向上のよい結果が出ている。

・小学校は英会話を重視した時間であってほしい。英語が相手に通じた、聞き取れた、会話できた
喜びを味わわせてあげたい。英語教師との打合せを望む。・英語（英会話）小学生のうちから授業
に取り入れている現在、向上していると思います。・中学校で英語の授業につまずいてしまうこと
のないよう、低学年のうちからリスニングをしっかり身につけてほしい。

・C評価された先生の気持ちはもっともなところがあるように思う。職員は初期対応くらいしかでき
ないのが現状。警察や地域との連携の見直しも必要と思う。現状では職員の意識の高まりを感じ
る。・子供たちの安全が第一であるので、日頃から避難訓練、危機対応の訓練が必要と思いま
す。・緊急時の対応は、訓練等で身につけながら対応していくとよいと思います。若手職員の状況
も確認しながら対応をお願いします。・不審者情報が入ったときなど、先生方が一緒に下校してく
れたりと安心です。

学校関係者評価についての説明

・研究の成果が指導にいかされ、児童の学力向上が見られたことは嬉しいことだ。新任および若
年教師の指導力の向上は、職員の和あってのことであり、今後のさらなる向上に期待が膨らむ。・
学校側の積極的な取組に、子供たちがよい方向に進んでいると思います。・研修等を取り入れ
て、授業の質を上げていく取組がされているように思う。各授業では、発表やプリントで子どもたち
に意見や考えをアウトプットさせるようにしていると思う。

・地域と一体となっての教育活動の充実を感じる。学校が主体となった活動に、保護者地域社会
の協力への啓蒙が着実に実を結んできている成果と思われる。・学校側とPTAとの連携が大変よ
く感じています。（充実感が伝わってきます。）・学校・地域・PTA・保護者と連携を深め、情報共有
しながら活動してきている。CSの推進のために、保護者や地域の方に協力してもらいながら更に
推進できると思い、初年度はB評価としました。

・家庭の協力無くしてなかなか向上できないことから、親への指導（会話教室）を含め、さらなる検
討がほしい。・近所（町内会）の子供たちはよい。・来校者に対し、学校内での挨拶は大変元気よく
なされています。・先生方からの挨拶や、来校時でも迎えて下さっている雰囲気を感じます。子ど
もたちも声が小さいときもありますが、挨拶などをやろうとしている姿が見受けられます。・下校中
の児童が挨拶をしてくれます。学校で顔を覚えてくれたのでしょうか。とても嬉しいです。

平成３０年度新座市学校評価システム学校関係者評価結果 平成31年1月9日実施

・学校の教育活動は年々増加傾向にあり、教師への負担も増えていることから、保護者・地域の
協力を依頼するなどの検討が必要と感じる。・限りなくAに近い。・校長・教頭が働き方改革に取り
組んでくれていると思います。先生方が心身共に良好になることが、子どもたちへの教育活動に
もつながっていくと思いますので、少しずつでもよい方向に改革してほしいと思います。・先生方の
仕事量がもっと減るよう、各学校でふれあいデーを増やすなど工夫してもよいのでは？自宅でも
授業準備など大変だと聞いている。
・分掌の均等化は難しい問題。新たな挑戦への意欲と思うか、少しでも「らく」をしたいと思うかに
よって不満の度合いが異なる。教師との対話の必要性を感じる。・校長・教頭の指導の下、教職
員各々が積極的に教育を行う体制がよいと思います。・若い教員を含め、研修でサポートされて
いると感じます。同時に、中堅の教員の方々の業務が増加すると思いますので、サポートをお願
いしたいと思います。
・今まで通りでよいと思います。


